
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者向け 啓発リーフレット                 令和７年７月発行 №１２ 

インターネットトラブルを防ぐために 
発行：岩見沢市教育委員会 指導室 青少年センター  

○C 2025 岩見沢市教育委員会 指導室 青少年センター seishou@city.iwamizawa.lg.jp 

ＴＥＬ：0126-33-3333     ＦＡＸ：0126-25-0777 

今まで発行した「保護者向け インターネット啓発リーフレット」は、 

岩見沢市ホームページ               で検索 
＊「校外生活のきまり」「青少年センターだより」もご覧いただけます。 

私たちが、誤・偽情報の発信源にならないために 

岩見沢市青少年センター 

 私たちが１日に受け取る情報量は、江

戸時代の１年分に相当すると言われてい

ます。以前は、テレビや新聞などのマス

メディアからの情報が主でしたが、今は

SNS などソーシャルメディアからの情報 

が多くなっています。しかし、その情報

には多くの誤・偽情報（ﾌｪｲｸﾆｭｰｽ）が含

まれており、情報を正しく使いこなして

いく力【メディアリテラシー】が重要で

す。 
 

１．本当に正しい情報？事実？意見？ 

２．根拠は？情報源は？ 

３．他の見方をすると？ 

インター 

ネット 

総務省情報通信政策研究所 

「令和５年度情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書」より作成 

 そして、次に大切なのが「私たち自身が誤・偽情報（ﾌｪｲｸﾆｭｰｽ）を安易にシェアしたり、リポス

トしたりして、誤・偽情報（ﾌｪｲｸﾆｭｰｽ）の発信者にならないこと」です。 

そのためには「SNS などの投稿を読むとき、自分の感情をチェックする」ことが必要です。 
 

その投稿は、あなたの「怒り」「恐怖」「悲しみ」「正義感」をあおるものではありませんか？ 
 

人を感情的にさせることは、冷静な判断力を奪い、反射的に情報をシェアさせるためのよくある 

方法です。心を揺さ 

ぶられた時こそ、一 

呼吸おいて「誰かが、 

意図的に私の感情を 

操ろうとしていない 

だろうか？」と疑っ 

てみることです。 

シェアした投稿が、 

もし、誤・偽情報だ 

ったら、、その誤・ 

偽情報が世界に広が 

っていくのです。 
 

中学校 3 年生公民の 

授業で誤・偽情報に 

ついて学びます。 

ご家庭でも話題にし 

てみてはいかがでし 

ょうか。 

出典 R7.05.13.総務省 

ICT ﾘﾃﾗｼｰ実態調査 

世の中のでき

ごとや動きに

ついて信頼で

きる情報を得

る 
趣味・娯楽に

関する情報を

得る 

いち早く世の

中のできごと

や動きを知る 
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